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やりました！新国会議員との懇談 西淀川労連 

西淀川労連役員と民主党稲見哲男衆議院議員との

「マニフェストの実現をめざす懇談会」が１０月２日

に開催されました。 

 稲見議員は、国民生活が第一の立場で医療と介護、

年金などの社会保障制度の再構築に取り組んでいるこ

とや、その財源をマニフェストに基づいて説明しまし

た。 

 これに対して、関係職場から１２人が発言しました

が、稲見議員は、府高や市教の教育現場から出された

教員免許更新制、全国学力テスト、３０人学級、給付型の奨学金制度についての要望、医療現場

から出された医療と介護報酬の引き上げについては大いに共感の意を示して、「教育の格差によっ

て貧困が固定化される様な状況をつくってはならない」「自公が続けてきた社会保障費の削減が問

題であり削減方針をやめる」とこたえました。 

 「政党助成金やめては？」に 

一方、無駄遣いをなくすということで比例定数を８０人削減することは民意を正しく反映する

という点でもおかしいのではないか、無駄をなくすのなら政党助成金をなくしてはという意見に

対して、稲見議員は「地方分権を推進すれば国の仕事は国防と外交が中心になる。そうなったと

きに果たして国会議員は何人必要か。自分の首を切ることになるのだが削減は必要である。その

際、民意を集約する小選挙区をのこす。これが政権交代を可能にするものだ。政党助成金は自分

のようなものにとっては必要なものであり、今なくなれば政治活動はできない」とこたえました。 

 はじめての取組みでしたが「なかなか面白かった、立場は違ってもお互いの思いを率直に語り

合えたのがよかった。」「協力してやっていくことはなにか、反対しなければならないものは何か。

よくわかった」などの感想が寄せられるなど、有意義なものになりました。（西淀労連ＨＰより） 
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ハローワーク前宣伝もやります！ 豊能地区協 

豊能地区協では、全労連・大阪労連の提起を受け、幹事会で議論し、１０月１９日（月）午後

３時から５時まで池田ハローワーク前宣伝、アンケート調査活動を行います。 

ハローワーク前を通っている方の報告では、曜日に関係なくハローワークは人で溢れかえり、自

転車・単車が道路、所狭しと並んでいるそうです。春に派遣切りや雇い止めにあった人の失業給

付が順次切れる時期にきており、宣伝・調査活動とあわせ、相談活動も同時に行う予定です。 

 


